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「
毎
週
土
曜
日
が
休
日
に
！
」

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
と
て

も
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
子

ど
も
た
ち
の
多
く
は
、
土
曜
日
の

休
み
を
有
意
義
で
楽
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

「
休
日
が
増
え
た
ら
、
勉
強
の

時
間
が
減
っ
て
、
子
ど
も
の
学
力

が
下
が
る
の
で
は
」
と
心
配
す
る

大
人
た
ち
も
い
ま
す
が
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
す
べ
て
が
学
び

の
時
間
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
の
授
業

だ
け
で
な
く
、
普
段
の
生
活
の
な

完
全
学
校
週
五
日
制
に
な
っ
て
、

休
み
が
増
え
た
分
、
学
校
で
の
授

業
時
間
は
、
一
週
間
で
二
時
限
減

り
ま
す
が
、
授
業
内
容
は
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
教
育
内
容
】

す
べ
て
の
子
ど
も
が
共
通
に
学

ぶ
内
容
は
、
社
会
生
活
を
営
む
う

え
で
必
要
と
さ
れ
る
基
礎
的
・
基

本
的
な
内
容
に
厳
選
し
た
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

教
育
内
容
は
現
行
に
比
べ
て
お
お

む
ね
三
割
程
度
削
減
さ
れ
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
が
ゆ
と
り
の
中
で
じ

っ
く
り
学
習
し
、
基
礎
・
基
本
を

確
実
に
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。

【「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」の

新
設
】

子
ど
も
た
ち
が
社
会
の
変
化
に

対
応
し
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
い

く
た
め
に
は
、
自
ら
学
び
、
自
ら

考
え
る
力
が
必
要
で
す
。
そ
う
し

た
力
を
育
む
た
め
に
、
体
験
的
な

学
習
や
問
題
解
決
的
な
学
習
を
重

視
し
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を

新
設
し
ま
す
。
こ
の
総
合
的
な
学
習

の
時
間
で
は
、
各
学
校
が
創
意
工
夫

を
生
か
し
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

市
で
は
、
完
全
学
校
週
五
日
制
の

実
施
に
伴
い
、
�
地
域
の
人
材
を
活

用
す
る
な
ど
学
校
支
援
の
充
実
を
図

る
�
子
ど
も
た
ち
の
職
場
体
験
や
高

齢
者
と
の
交
流
な
ど
体
験
活
動
の
充

実
を
図
る
�
公
民
館
、
博
物
館
、
図

□問
教
育
委
員
会指
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課

�
7
1
5
0
―

6
1
0
5

書
館
な
ど
の
社
会
教
育
施
設
を
子
ど

も
た
ち
が
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
も

の
と
す
る
�
地
域
で
の
子
ど
も
た
ち

の
活
動
を
、
よ
り
活
性
化
さ
せ
る
た

め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
子
ど
も

会
な
ど
の
活
動
を
応
援
す
る

―
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

か
で
ル
ー
ル
や
思
い
や
り
、
や
さ

し
さ
と
い
っ
た
内
面
的
な
も
の
も

学
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
家

庭
や
地
域
で
の
活
動
や
体
験
が
豊

富
な
子
ど
も
ほ
ど
、
道
徳
観
や
正

義
感
が
身
に
付
い
て
い
る
と
い
う

調
査
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

完
全
学
校
週
五
日
制
は
、
子
ど

も
た
ち
が
豊
か
な
体
験
に
よ
っ
て

豊
か
な
心
を
育
め
る
よ
う
、
家
庭

や
地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活

動
な
ど
の
機
会
を
も
っ
と
増
や
し

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
そ

し
て
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会

が
互
い
に
協
力
し
、
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
た
ち
に
「
生
き
る
力
」

を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

ま
す
。

始
ま
り
ま
す
　
完
全
学
校
週
5
日
制

子子
どど
もも
たた
ちち
のの「「
生生
きき
るる
力力
」」をを
育育
てて
るる
たた
めめ
にに
……

【人口・世帯】〈２月１日現在〉
合計＝ 151,512人 （＋73）（ ）内は前月比
男 ＝ 75,148人 （＋61）
女 ＝ 76,364人 （＋12）
世帯＝ 54,726世帯 （＋92）
【予算】〈２月１日現在〉
一 般 会 計＝37,917,493千円
特別・企業会計＝32,650,203千円

市の人口と予算

子どもたちにとっては、すべ
てが学びの時間。写真は、地域
の方を招いての邦楽鑑賞会○右と
職場体験活動○上
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旧市外局番0471地域の
市内局番が4桁に

電話をかける際は、お間違いなく
旧市外局番が0471地域の市内局番は、２月
11日から４桁に変更になっています。
このため、旧0471地域内の通話は、旧市内
局番の前に「71」を付けてダイヤルしてくだ
さい。
なお、旧0471地域外から旧0471地域内に通
話をする際は､従前どおりです。
※旧0471地域内で「71」を付けずにダイヤ
ルした場合は、音声案内が流れますので、
おかけ直しを

【番号変更方法】
市外局番 市内局番 加入者番号

（旧） 0471 － △△ － ○○○○
（現在） 04    － 71△△ － ○○○○
□問総務省関東総合通信局

�０３－３２４３－８６３１

い
よ
い
よ
四
月
か
ら
、
毎
週
土
・
日
曜
日
を
休
み
と

す
る
「
完
全
学
校
週
五
日
制
」
が
す
べ
て
の
学
校
で
始

ま
り
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
学
校
外
で
の
時
間
が
増
え
、

家
庭
や
地
域
で
の
教
育
の
機
会
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重

要
に
な
り
ま
す
。
学
校
の
授
業
も
、
ゆ
と
り
の
な
か
で
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
「
生
き
る
力
」
を
育
て
る

た
め
に
、
教
育
の
内
容
が
変
わ
り
ま
す
。

な
ぜ
、
完
全
学
校
週

5
日
制
に
な
る
の
？
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学
校
の
授
業
は

ど
う
変
わ
る
の
？
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本
市
で
の

取
り
組
み

「生きる力」とは…

小学校では

★
子
ど
も
が
、
生
き
て
い
く
う
え

で
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学

び
、
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
判
断
し

て
、
行
動
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解

決
す
る
力

★
自
ら
を
律
し
つ
つ
、
他
人
と
協

調
し
、
他
人
を
思
い
や
る
心
や
感
動

す
る
心
な
ど
豊
か
な
人
間
性
と
た
く

ま
し
く
生
き
る
た
め
の
健
康
と
体
力

読む・書く・計算するなど、

日常生活に必要な基礎的・基本

的内容を繰り返して学習させ、

習熟させます。これまでの９教

科、道徳、特別活動のほかに新

設された｢総合的な学習の時間｣

が加わります。

中学校では
小学校教育の基礎のうえに、

社会生活に必要な基礎的・基本

的内容を確実に習得させるとと

もに、選択学習の幅を拡大し、

個性を伸ばします。これまでの

必修教科、選択教科、道徳、特

別活動のほかに｢総合的な学習

の時間｣が加わります。

都市計画マスタープラン
立案のための第一歩

「まちづくり市民学習会」
開　催　中

市民参加による都市計画マスタープラ
ンの策定を進めるため、市では現在「ま
ちづくり市民学習会」を開催しています。
この学習会は、まちづくりの基本方針
となる「都市計画マスタープラン」を立
案していく際、ワークショップ方式など
で話し合いの進行役を務めるファシリテ
ーターとして、活動していただくために
公募した方を対象に行っています。
市では、４月以降から始まるマスター
プランの策定に、より多くの方の意見を
反映させるため、この策定作業に携わっ
ていただく市民の方を今後募集する予定
です。詳細は問い合わせを。

□問都市計画課�７１５０―６０８７

市
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
彫
刻
出
現

寄
贈
を
受
け
た
二
科
展
入
選
作
品
! !

現
在
、
市
役
所
第
一
庁
舎
ロ
ビ
ー

に
展
示
さ
れ
て
い
る
木
彫
り
の
作
品

を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
の
作
品
は
、
市
内
在
住
の
造
形

作
家
金
巻
芳
俊
さ
ん
が
、
昨
年
、
二

科
展
に
出
品
し
、
特
選
を
受
賞
し
た

作
品
「
地
平
の
彼
方
」
で
す
。

こ
の
ほ
ど
、
市
が
金
巻
さ
ん
か
ら

寄
贈
を
受
け
、
展
示
し
て
い
る
も
の

で
す
。

市
役
所
を
訪
れ
た
際
に
は
、
こ
の

力
強
い
作
品
を
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

作
品
「
地
平
の
彼
方
」

平成14年第１回定例市議会は、２月28日に開会する予定です
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期
間
は
2
月
18
日
〜
3
月
15
日

「
開
発
許
可
に
関
す
る
条
例
」
が

4
月
1
日
か
ら
施
行
に

市
・
県
民
税
の
申
告
と
、
所
得

税
の
確
定
申
告
が
、
今
月
十
八
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
間
は

三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

市
役
所
で
は
、
①
市
・
県
民
税

の
申
告
②
給
与
所
得
者
や
年
金
所

得
者
で
年
末
調
整
を
行
っ
て
い
な

い
方
の
確
定
申
告
③
扶
養
控
除
、

社
会
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除

等
の
簡
単
な
確
定
申
告
に
つ
い
て
、

自
書
作
成
に
関
す
る
相
談
と
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。
時
間
は
九
時

三
十
分
か
ら
十
二
時
ま
で
と
、
十

三
時
か
ら
十
六
時
ま
で
で
す
。

申
告
期
限
が
間
近
に
な
る
と
、

会
場
は
大
変
込
み
合
い
ま
す
。
ゆ

と
り
を
持
っ
て
早
め
に
申
告
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
庁
舎
前
駐
車
場
が
狭
く
、

混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
自
動

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

な
お
、
青
色
申
告
、
贈
与
税
、

譲
渡
所
得
、
消
費
税
の
申
告
・
相

談
は
、
松
戸
税
務
署
で
受
け
付
け

ま
す
。

※
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を

受
け
る
方
は
、
登
記
簿
謄
（
抄
）

本
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
登
記
簿

謄
（
抄
）
本
は
、
千
葉
地
方
法
務

局
流
山
出
張
所
が
閉
鎖
さ
れ
た
た

め
、
現
在
は
、
同
松
戸
支
局
（
松

戸
市
岩
瀬
４
７
３
―
２
）
で
取
り

扱
い
中

□問
市
・
県
民
税
…
市
民
税
課
�

７
１
５
０
―

６
０
７
３
／
所
得
税

…
松
戸
税
務
署
�
０
４
７
―

３
６

３
―

１
１
７
１

毎年、確定申告の時期になると、市役所の庁舎
前駐車場が、大変込み合うことから、臨時駐車場
（下図参照）を開設します。
確定申告等で、駐車時間が長くなる方は、臨時
駐車場を利用す
るようご協力く
ださい。
▽利用期間＝

２月18日～３月
1 5日▽利用時
間＝８時30分～
17時20分※利用
時間以外は施錠
しますのでご注
意ください
□問管財課
�７１５０―６
０６９

消
費
者

あ

な

た

の
声
を
行
政
に

4
月
か
ら
活
動
の
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

み
ど
り
豊
か
で

災
害
に
強
い
ま
ち
に

生
け
垣
の
設
置
に
補
助

都
市
計
画
法
が
平
成
十
三
年
五

月
十
八
日
に
改
正
さ
れ
た
の
に
伴

い
、「
流
山
市
都
市
計
画
法
に
基
づ

く
開
発
行
為
等
の
許
可
の
基
準
に

関
す
る
条
例
」
が
四
月
一
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
開
発
区
域
内
の

道
路
の
幅
員
や
宅
地
面
積
の
最
低

限
度
な
ど
を
規
定
し
、
地
域
の
実

状
に
応
じ
た
開
発
許
可
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
市
街

化
調
整
区
域
に
お
け
る
開
発
行
為

お
よ
び
建
築
行
為
の
う
ち
、
県
の

開
発
審
査
会
を
経
て
許
可
し
て
い

た
「
農
家
分
家
」
等
が
、
市
で
直

接
、
許
可
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を
。

□問
宅
地
課
�
７
１
５
０
―

６
０

８
９

普
段
買
い
物
を
し
て
い
て
気

が
つ
い
た
こ
と
な
ど
、
消
費
生

活
に
関
す
る
意
見
や
要
望
を
行

政
に
寄
せ
る
「
消
費
生
活
モ
ニ

タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
に
な
る
と
、
こ
の

ほ
か
、
年
数
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
消
費
生
活
展
や
研
修
会

な
ど
へ
の
参
加
を
し
て
も
ら
い

ま
す
。

専
門
知
識
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
お
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ

い
。▽

応
募
資
格
＝
20
歳
以
上
の

市
民
▽
募
集
人
員
＝
15
人
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
、
地
域
な

ど
を
考
慮
し
て
選
考
）
▽
任

期
＝
平
成
14
年
４
月
１
日
〜
同

16
年
３
月
31
日
（
２
年
間
）
▽

応
募
方
法
＝
官
製
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
家
族

構
成
、
消
費
生
活
で
特
に
関
心

の
あ
る
事
柄
と
志
望
動
機
、
団

体
加
入
者
は
そ
の
名
称
を
明
記

し
、
２
月
28
日
（
必
着
）
ま
で

に
〒
２
７
０
―
０
１
９
２
流
山

市
役
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
へ

□問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�
７
１

５
０
―

６
０
７
６

最
近
、
住
宅
の
塀
を
生
け
垣

に
す
る
住
宅
も
増
え
、
住
宅
街

で
も
多
く
の
緑
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

生
け
垣
は
、
景
観
が
美
し
い

だ
け
で
な
く
、
地
震
に
強
く
倒

れ
に
く
い
こ
と
か
ら
、
都
市
防

災
の
面
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
災
害
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
倒
壊
は
、
道
路
な
ど
の
交
通

手
段
を
寸
断
し
、
救
援
活
動
の

妨
げ
に
な
っ
た
り
、
二
次
災
害

の
原
因
と
も
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
み
ど
り
豊
か
で
災

害
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

と
、「
み
ど
り
の
ま
ち
な
み
整

備
事
業
制
度
」
を
設
け
、
生
け

垣
を
設
置
す
る
際
に
補
助
を
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
申
請
は
、
必
ず
生
け

垣
を
設
置
す
る
前
に
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
対
象
と
な
る
も
の
＝
道
路

に
沿
っ
た
部
分
（
３
ｍ
以
上
）

の
生
け
垣
（
道
路
の
幅
員
が
４

ｍ
未
満
の
場
合
は
、
道
路
の
中

心
か
ら
２
ｍ
以
上
離
れ
た
位
置

に
設
置
）
の
新
設
※
樹
木
は
生

け
垣
に
ふ
さ
わ
し
い
種
類
で
、

高
さ
が
80
�
以
上
な
ど
条
件
あ

り
▽
補
助
額
＝
１
ｍ
あ
た
り
６

千
円
以
内
で
、
工
事
費
の
半
額

（
上
限
６
万
円
）
を
補
助
※
自

力
で
樹
木
を
植
え
る
場
合
は
、

そ
の
購
入
費
の
半
額
（
上
限
６

万
円
）
を
補
助
▽
補
助
対
象

者
＝
市
内
に
居
住
を
目
的
と
す

る
建
築
物
を
所
有
し
て
い
る
個

人
、
ま
た
は
建
築
し
よ
う
と
す

る
個
人
で
、
市
税
を
完
納
し
て

い
る
方

□問
公
園
緑
地
課
�
７
１
５
０

―

６
０
９
２

杜のアトリエ黎明で
2月22日まで開催

失業で生活困難になった世帯に
生活資金を低利で貸し付け

目
が
不
自
由
な
パ
ソ
コ
ン
初
心

者
を
対
象
に
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
等
を
学
ぶ
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
知
り
合

い
の
方
な
ど
で
、「
パ
ソ
コ
ン
を
覚

え
た
い
」
と
い
う
方
が
い
れ
ば
、

教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
コ
ー
ス
＝
下
表
参
照

▽
会
場
＝
中
央
公
民
館
（
文
化
会

館
）
▽
講
習
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
操
作
、
文
書
の
作
成
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
、
電
子
メ
ー

ル
の
送
受
信
な
ど
全
体
で
12
時
間

▽
対
象
＝
県
内
在
住
の
20
歳
以
上

の
目
が
不
自
由
な
パ
ソ
コ
ン
初
心

者
▽
定
員
＝
30
人
（
多
数
抽
選
）

▽
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
実
費
）
▽
申
し
込
み
＝
２
月
28

日
ま
で
に
電
話
で
企
画
調
整
課
へ

□問
企
画
調
整
課
�
７
１
５
０
―

６
０
６
４

市
民
参
加
の
公
演
と
し
て
す
っ

か
り
定
着
し
た
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

「
心
の
歌
」
シ
リ
ー
ズ
の
過
去
三
回

の
様
子
を
記
録
し
た
写
真
を
、
杜

の
ア
ト
リ
エ
黎
明
で
展
示
し
て
い

ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
七
月
二
十
七
日
に
文
化

会
館
で
開
催
す
る
四
回
目
の
公
演

で
舞
台
に
立
つ
合
唱
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
広
報
な
が

れ
や
ま
二
月
一
日
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▽
期
間
＝
２
月
22
日
�
ま
で
▽

時
間=

９
時
〜
16
時
50
分
（
最
終

日
は
15
時
ま
で
）
▽
場
所=

杜
の

ア
ト
リ
エ
黎
明
▽
入
場
料=

無
料

□問
杜
の
ア
ト
リ
エ
黎
明
�
７
１

５
０
―

３
５
３
６

生計の中心となる方の失業により、生活が困難になった世

帯に、再就職までの間の生活資金を低利で貸し付けます。

相談は、事前に電話予約のうえ、市社会福祉協議会へ。

▽対象＝生計中心者の失業により、生計の維持が困難にな

った世帯で、生計中心者が次の①～⑥のすべてに該当する方

①現に仕事を持たないが就労することが可能な状態にあり、

求職活動など仕事に就く努力をしている②離職の日から２年

を越えていない③就労することにより、世帯の自立が見込め

る④県内在住の連帯保証人が２人いる（２親等以内の親族が

いる場合、１人は県外でも可）⑤市内に６カ月以上（単身世

帯は１年以上）住んでいて、住民登録がある⑥65歳未満であ

る※生計中心者が雇用保険の一般求職者給付を受けている場

合および定年退職者は対象外▽貸付限度額＝20万円以内（単

身世帯は10万円以内）▽貸付期間＝12カ月以内。ただし、離

職の日から２年を経過する日の属する月まで。生計中心者が

就職した場合は、就職した日の属する翌々月まで▽利率＝年

３パーセント▽償還期間・方法＝貸付期間終了後、６カ月は

据置期間（無利子）とし、据置期間経過後５年以内の月賦に

より、銀行または郵便局から振り込み▽必要書類＝離職証明

など離職の事実・時期を確認できるもの、世帯全員の住民票

など生計中心者であることが確認できるもの、職業安定所発

行の求職受付票など求職活動の状況を確認できるもの、課税

証明など連帯保証人の資力を確認できるもの、運転免許証な

ど本人であることを確認できるもの※詳細は問い合わせを

□問市社会福祉協議会�７１５９―４７３５

目の不自由な方を対象に
IT（情報技術）講習会を開催

この機会にパソコン操作を学びませんか

市役所駐車場の混雑を緩和
確定申告期間中、臨時駐車場を開設

所
得
税
の
確
定
申
告

市
・
県
民
税
の
申
告

を
受
け
付
け

ケアセンター�

臨時駐車場�
（屋上）�

県道柏・流山線�

流
山
街
道�

市役所�
流
山
駅�

旧法務局�

庁舎前駐車場�

至野田�

至松戸�

至柏�

条件など確認のうえ、早めに申請を

　講習日程�

　※応募状況により講座を調整させていただく場合もあります�

コース名� 日　　 程� 時　間�

土・日の午前コース� 3月16日�・17日�・23日�・24日�  9：00～12：00

土・日の午後コース� 3月16日�・17日�・23日�・24日� 13：30～16：30

平日の午前コース� 3月19日�・20日�・26日�・27日�  9：00～12：00

平日の午後コース� 3月19日�・20日�・26日�・27日� 13：30～16：30

※利用期間と時間にご注意を
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今月は22日に
▽日時＝22日�12時15分～▽場

所＝市役所市民ギャラリー▽テー

マ＝春の息吹、ひそやかに…～木管

五重奏～▽曲目＝ディヴェルティメ

ント　変ロ長調HobⅡ－46、エンタ

ーテナー、サウンドオブミュージッ

クメドレー、ふるさと▽出演＝市毛

里香（フルート）、田渕哲也（オー

ボエ）、佐々木理恵（クラリネット）、

永谷陽子（ファゴット）、吉田彩子

（ホルン）

□問社会教育課�7150－６１０６

★
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
講
習
会

▽
日
時
＝
①
３
月
９
日
�
・
10

日
�
14
時
〜
16
時
②
３
月
17
日
�

９
時
〜
12
時
▽
場
所
＝
い
ず
れ
も

県
立
流
山
中
央
高
校
▽
対
象
／
定

員
＝
初
心
者
／
15
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

き
ょ
う
15
日
か
ら
電
話
で
社
会
体

育
課
へ

□問
社
会
体
育
課
�
７
１
５
９
―

１
２
１
２

★
さ
つ
き
園
文
化
活
動
作
品
展

市
福
祉
作
業
所
「
さ
つ
き
園
」

で
は
、
文
化
活
動
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
華
道
・
書
道
教
室

の
作
品
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

園
生
の
日
ご
ろ
の
成
果
を
、
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
＝
２
月
25
日
�
〜
28
日

�
▽
時
間
＝
８
時
30
分
〜
17
時
20

分
（
25
日
は
13
時
〜
）
▽
場
所
＝

市
役
所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

□問
障
害
者
支
援
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
１

★
リ
ハ
ビ
リ
教
室
の
作
品
展

脳
血
管
疾
患
な
ど
の
後
遺
症
の

あ
る
方
な
ど
が
、
身
体
機
能
を
回

復
す
る
た
め
の
、
リ
ハ
ビ
リ
教
室

で
作
っ
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
＝
２
月
26
日
�
〜
３
月

５
日
�
（
土
・
日
曜
を
除
く
）
▽

時
間
＝
９
時
〜
17
時
▽
場
所
＝
流

山
郵
便
局
▽
入
場
料
＝
無
料

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５
４
―

０
３
３
１

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

▽
日
時
＝
２
月
27
日
�
15
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
南
流
山
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
＝
「
ト
ン
・
ピ
ー
・
ブ
ー

の
ま
ほ
う
の
つ
え
」
ほ
か
▽
出

演
＝
人
形
劇
団
レ
イ
ン
ボ
ー

□問
中
央
図
書
館
�
７
１
５
９
―

４
６
４
６

時
30
分
、
11
時
30
分
〜
18
時
30
分

▽
時
間
給
＝
９
２
０
円
（
交
通
費

別
途
支
給
）

□問
児
童
家
庭
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
２

学
童
保
育
所
の
指
導
員
の
募
集

▽
勤
務
場
所
＝
そ
よ
か
ぜ
学
童

ク
ラ
ブ
（
芝
崎
）
▽
勤
務
内
容
＝

八
木
南
小
学
校
の
１
〜
３
年
生
の

放
課
後
の
保
育

□問
そ
よ
か
ぜ
学
童
ク
ラ
ブ
�
７

１
５
０
―

５
７
９
７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
し

て
い
る
方
に
活
動
を
紹
介
し
た
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要
と
し
て
い

る
方
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
を

お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
く
な
ど
を

主
な
仕
事
と
し
て
い
る
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

▽
勤
務
場
所
＝
市
社
会
福
祉
協

議
会
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

▽
勤
務
日
／
勤
務
時
間
＝
月
〜
金

曜
／
９
時
〜
16
時
▽
対
象
＝
お
お

む
ね
３
年
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
経
験
と
普
通
運
転
免
許
を

持
つ
50
歳
未
満
の
方
▽
募
集
人

員
＝
若
干
名
▽
申
し
込
み
＝
２
月

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
車
の
税
率
改
正

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
車
に
対
す
る
自

動
車
税
が
、
平
成
十
四
年
四
月
か

ら
排
気
量
区
分
に
応
じ
た
税
率
に

改
正
さ
れ
、
乗
用
車
の
八
割
程
度

に
な
り
ま
す
。

な
お
、
急
激
な
負
担
増
を
緩
和

す
る
た
め
、
平
成
十
五
年
度
ま
で

経
過
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

□問
自
動
車
税
事
務
所
課
税
課
�

０
４
３
―

２
４
３
―

２
７
２
１

県
立
養
護
学
校
流
山
高
等
学
園

「
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
タ
」

生
徒
が
職
業
実
習
で
作
っ
た
湯

の
み
や
花
瓶
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

▽
期
日
＝
２
月
21
日
�
・
22
日

�
▽
時
間
＝
11
時
〜
15
時
▽
場

所
＝
柏
駅
東
口
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
柏

２
階
入
り
口

□問
県
立
養
護
学
校
流
山
高
等
学

園
�
７
１
４
８
―

０
２
０
０

★
市
行
政
改
革
懇
話
会

▽
日
時
＝
２
月
27
日
�
14
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
市
役
所
▽
内
容
＝

行
政
改
革
の
重
点
事
項
に
つ
い
て

ほ
か□問

行
政
管
理
課
�
７
１
５
０
―

６
０
６
５

★
臨
時
職
員
（
調
理
員
）
の
募
集

▽
勤
務
場
所
＝
市
内
小
・
中
学

校
▽
勤
務
日
／
勤
務
時
間
＝
月
〜

金
曜
／
８
時
30
分
〜
16
時
▽
時
間

給
＝
小
学
校
…
８
１
０
円
、
中
学

校
…
８
３
０
円
（
い
ず
れ
も
交
通

費
別
途
支
給
）

□問
学
校
教
育
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
４

★
延
長
保
育
の
保
育
士
の
募
集

▽
勤
務
場
所
＝
名
都
借
保
育
所

▽
勤
務
日
／
勤
務
時
間
＝
�
月
〜

金
曜
／
７
時
〜
８
時
30
分
、
16
時

〜
18
時
30
分
�
土
曜
／
７
時
〜
８

【今回の掲載品を希望する方】
官製ハガキに番号、品名、住所、氏名、電話番号を明記して、
22日までにコミュニティ課へ。25日に抽選を行い、提供者から
当選者に連絡が行きます。交渉は当事者間で行い、結果を同課
へ報告いただきます。
【次回の掲載を希望する方】
往復ハガキ（１人２点まで）に品名（サイズ等詳しく）、希望
価格（３,000円以下）などを記入し、22日までに同課へ申し込み
を。
【申し込み】
〒270－0192流山市役所コミュニティ課消費生活係

4月からは無料の用品のみを掲載
善意用品交換セールは、大切に使ってきた家庭用品などが不用になり、「誰

かに使ってもらいたい」と考えている方と、それらを必要としている方の

「善意」の橋渡しをするコーナーとして、多くの方に利用いただいています。
現在は、3,000円以下で提供していただいていますが、営利を目的とした利
用も多くなるなどトラブルが発生しています。このため、４月からは、無料
の用品のみを掲載させていただきます。市民の皆さんのご理解、ご協力をお
願いします。 □問コミュニティ課�7150－６０７６

①女児服（100cm、18着）＝800円
②女児服（120cm、19着）＝500円③
浄水器＝相談④ガソリン携行缶20Ｌ用

（ホース着脱式）＝1000円⑤お宮参り3点セット（白）＝3000
円⑥ミニーマウスねんねしましょ＝1500円⑦新品布おむつセ
ット（10m綿布、50cmカバー4点、ライナー３箱）＝1500円
⑧自転車子供前乗せ椅子（青）＝300円⑨留守番電話機（グ
レー）＝500円⑩毛布（新品）＝1500円⑪二段ベッド＝相談
⑫水槽＝大2500円・2000円、小1500円⑬水槽に入れる砂利（５
kg）＝500円⑭観賞魚専用ヒーター・モーターフィルター＝
各1000円⑮観賞魚蛍光灯＝２灯1500円、１灯1000円⑯スキー
靴（27cm、黒）＝無料⑰ベビーベッド＝無料⑱幼児用ハイチ
ェア＝無料⑲ミッキージャングルジム＝3000円⑳女児靴（15
～16cm、４足）＝1000円�木製ハイチェア＝1000円�ライテ
ィングデスクチェア＝2500円�女児スキーウエア（130cm、
白・ピンク）＝1500円�空気清浄器＝2000円�ワープロ（リ
コー）＝2000円�東深井中女子制服（160cm）＝300円	アン
パンマンぬいぐるみ５体＝無料
男児ブランドジャンパー・
トレーナー（100cm、４着）＝1500円�県立流山高校男子夏・
冬制服（170cm位、セーター・ベスト・ズボン各２本）＝3000
円�イス式マッサージ機＝無料
餅つき器＝無料�エレクト
ーン（ＹＡＭＡＨＡ、97×58×85cm、イス付）＝無料�聖徳
大学付属高校夏服（ＬＬ）・皮靴(25cm)・体育館用上履き・
水着＝各3000円�ワープロ（日立withme）＝3000円

������������������
������������������善意用品交換セール

イ　ベ　ン　ト

子育てサークル（�倫理研究所主催、市教委後援）＝2月

23日�10時～11時30分、十太夫福祉会館。参加費300円□問森

�7150―０９２０
地区花展「私の好きな花」（小原流千葉北支部主催）＝２

月23日�・24日�９時30分～19時（24日は17時まで）、アミ

ュゼ柏(柏市)。入場無料□問若原�7159－８５０９
婦人の集い(�実践倫理宏正会流山分所主催、市教委後

援)＝2月28日�10時15分～11時30分、江戸川台東自治会館。

参加費無料□問川野�7154－６７３８
シャンソンと落語ジョイントコンサート（ＮＰＯ法人　流

山ユー・アイネット主催）＝３月３日�1４時～1６時、文

化会館。入場無料□問ＮＰＯ法人　流山ユー・アイネット�
7153―３９１１

女性囲碁学校（市文化協会囲碁部主催）＝４月３日から

概ね１年の毎週水曜10時～12時、森の図書館。受講料無料

（テキスト代別途）申し込み等詳細は問い合わせを□問伊藤�
7152－８８０７

①北部中男子制服（165cm、Ｍ）＝

格安②女子中学生コート（Ｍ、紺）＝

相談③茶道用具＝格安④流通経済大学

付属柏高校女子制服（Ｍ以上）＝相談⑤グランドピアノ＝相

談

常磐自動車道測定結果（平成13年12月）

�昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベルの協定値を超えた時間
�連続した3カ月間に日平均値が0.04ppmを超えた日数（0.06ppmを超えた
日数）�日平均値が0.10�／�を超えた日が２日以上連続したことの有無

項　　目

�騒音

�NO2

�SPM

�日平均
交通量

若葉台

時　間 7 156 2 6

西初石 東初石 青　田

日 3（0） 6（0） 4（0） 6（0）

有　無 無 無 無 無

上　り

46,022台 48,028台 94,050台

下　り 合　計

国・県・市では、国道６号線沿道のまちづくりや環境問題
について検討を進めています。国道６号線の沿道にお住まい
の方や、商店などの営業を行っている方々を対象に、みなさ
んの考えを参考にするために、アンケート調査を実施します
ので、ご協力をお願いします。なお、アンケート用紙は委託
を受けた調査会社が２月16日～18日に各戸に配布し、３月１
日までに同封の封筒で返送していただきます。
※詳細は問い合わせを
□問国土交通省関東地方整備局千葉国道工事事務所�０４３
―287―０３１４

国道6号線沿道の環境整備に関する
アンケート調査の実施

あなたも骨髄バンクに登録を
白血病などの血液難病で苦しむ人たちが、骨髄移植

により救われます。

骨髄バンクへの登録は、県骨髄データセンター（千

葉市、柏市）などで行っています。骨髄提供者になれ

る方は、骨髄提供の内容を十分理解している20～50歳

の健康な方で、体重が男性45�、女性40�以上の方で
す。※登録には家族の同意が必要

□問県健康福祉部薬務課�０４３－２２３－２６１８

★印のあるものは市主催のものです�

講
座
・
講
演

展
　
示

公
　
演

資
格
・
求
人

そ
の
他

施
策
会
議
傍聴可

「高齢者の居住の安定確保に
関する法律」が施行に

高齢者が安心して生活できる居住空間

をつくるために、「高齢者の居住の安定確

保に関する法律」が昨年10月に施行され

ました。

この法律は、①高齢者が安心して生活

できる住まいを確保するため、バリアフ

リー化された高齢者向けの民間賃貸住宅

供給を促進②高齢者が生涯住み慣れた自

分の家で、できるだけ自立し、安全に暮

らしていけるよう高齢者の持ち家のバリ

アフリー化を促進③民間賃貸住宅では、

病気や火災などの不安から「高齢者入居

不可」としている所があるため、高齢者

が安心して入居できる賃貸住宅市場を整

備―の３本の柱で住まいづくりを進め

ています。詳細は、問い合わせを。

□問県住宅課�０４３―223―３２２６

このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各
公民館、南流山センター、森の図書館、各福祉会館、
市民総合体育館にある掲載申込書に必要事項を記入の
うえ、掲載希望号の１カ月前（イベント掲載希望者の
み）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開
催日時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は
当事者間でするようにお願いします。
□問秘書広報課�7150－６０６３

市民伝言板

20
日
ま
で
に
電
話
で
市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
□問
市
社
会
福
祉
協
議
会
�
７
１

５
９
―

４
７
３
５
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「広報ながれやま」は�
古紙配合率100％再生紙を�
使用しています�

中
学
校
の
相
談
室
に
は
、「
友
だ

ち
の
不
満
」
を
言
い
に
来
る
子
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。「
あ
の
人
た
ち

む
か
つ
く
」「
仲
の
良
か
っ
た
グ
ル

ー
プ
か
ら
仲
間
は
ず
れ
さ
れ
た
」

な
ど
、
こ
の
時
期
の
女
子
に
多
い

相
談
で
す
。
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ

な
子
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
友

だ
ち
関
係
の
危
う
さ
、
希
薄
さ
、

奇
妙
さ
に
あ
ぜ
ん
と
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

Ａ
子
と
Ｂ
子
は
、
二
人
で
相
談

室
に
よ
く
来
ま
す
。
相
談
内
容
の

多
く
が
、
教
室
内
で
の
友
だ
ち
関

係
で
、「
○
○
ち
ゃ
ん
た
ち
む
か
つ

く
」
な
ど
、
特
定
の
女
子
グ
ル
ー

プ
に
対
す
る
怒
り
を
爆
発
さ
せ
て

い
く
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ

だ
け
文
句
を
言
っ
て
い
る
特
定
の

グ
ル
ー
プ
の
子
た
ち
と
一
緒
に
な

る
と
、
仲
良
さ
そ
う
に
話
を
し
て

い
る
の
で
す
。「
嫌
い
な
の
に
ど
う

し
て
？
」
と
聞
く
と
、「
だ
っ
て
し

ょ
う
が
な
い
じ
ゃ
ん
。
で
も
、
む

か
つ
く
」
と
相
変
わ
ら
ず
文
句
を

口
に
す
る
の
で
す
。
あ
る
日
、
Ａ

子
が
ひ
と
り
で
相
談
室
に
来
て
、

「
Ｂ
子
が
別
の
グ
ル
ー
プ
に
行
っ
て

し
ま
い
、
話
も
し
な
い
。
も
う
Ｂ

子
な
ん
て
信
じ
な
い
」
と
言
う
の

で
す
。
こ
れ
は
、
い
じ
め
に
発
展

し
か
ね
な
い
状
況
だ
と
危
機
感
を

募
ら
せ
て
い
ま
し
た
が
、
な
ん
と

ス
を
感
じ
て
い
る
状
態
な
の
で
す
。

中
学
生
時
代
は
、
自
分
と
価
値
観

の
合
う
親
友
を
見
つ
け
、
そ
の
関

係
を
深
め
て
い
く
時
期
で
あ
り
、

そ
れ
が
発
達
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
大
切
な
時
期
に
、
重
要
な
課

題
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
相
談
室

で
は
、
話
す
こ
と
を
通
し
て
、
自

分
の
本
当
の
気
持
ち
を
見
つ
め
さ

せ
る
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

〈
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
〉

次
の
週
に
、
ま
た
Ａ
子
、
Ｂ
子
二

人
で
何
も
な
か
っ
た
よ
う
に
仲
良

く
相
談
室
に
来
て
、
別
の
グ
ル
ー

プ
の
悪
口
を
言
う
の
で
す
。
後
で

Ａ
子
に
「
ど
う
な
っ
て
る
の
？
」

と
聞
く
と
、「
戻
っ
て
き
て
く
れ
た
」

と
言
う
の
で
す
。

こ
う
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
間
の
ご

た
ご
た
は
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
、

日
常
茶
飯
事
の
よ
う
で
す
。
こ
れ

は
、
友
だ
ち
不
信
を
感
じ
な
が
ら

も
、
一
人
に
な

っ
て
し
ま
う
の

を
恐
れ
、
自
分

と
は
合
わ
な
い

人
と
で
も
表
面

的
に
は
仲
良
く

し
ま
す
。
し
か

し
、
安
心
し
た

関
係
で
は
な
い

た
め
、
常
に
恐

怖
心
と
ス
ト
レ

Vol.11 友だち探し

午後の
部上映の「蔵」

午前の
部上映の「102」

家
族
で
映
画
に
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
三
月
九
日
、
文
化
会
館

で
「
公
民
館
映
画
ま
つ
り
」
を
午

前
の
部
と
午
後
の
部
の
二
部
構
成

で
開
催
し
ま
す
。

午
前
の
部
は
、
ウ
ォ
ル
ト
・
デ

ィ
ズ
ニ
ー
の
「
１
０
２
（
ワ
ン
・

オ
ー
・
ツ
ー
）」
を
上
映
。
悪
者
に

捕
ら
え
ら
れ
た
仲
間
を
救
う
た
め

に
”ぶ
ち
な
し
“ダ
ル
メ
シ
ア
ン
が

繰
り
広
げ
る
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ

の
痛
快
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
。
日
本

語
吹
き
替
え
版
の
た
め
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。
午
後
の
部
は
、
宮
尾
登
美

子
原
作
の
名
作
を
降
旗
康
男
監
督

が
映
画
化
し
た
浅
野
ゆ
う
子
、
一

色
紗
英
、
松
方
弘
樹
ら
が
出
演
の

文
芸
大
作
「
蔵
（
く
ら
）」。
一
途

な
愛
が
涙
を
誘
い
、
北
国
の
四
季

に
「
日
本
の
感
動
」
を
刻
む
名
作

で
す
。

こ
の
機
会
に
家
族
で
名
作
映
画

の
感
動
を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日
＝
３
月
９
日
�
▽
タ
イ

ト
ル
／
時
間
＝
�
「
１
０
２
」
／

10
時
〜
11
時
50
分
�
「
蔵
」
／
14

時
〜
16
時
10
分
▽
場
所
＝
文
化
会

館
▽
入
場
料
＝
い
ず
れ
も
無
料(

全

席
自
由)

▽
定
員
＝
各
1
0
0
0
人

（
先
着
順
）
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直

接
会
場
へ
※
午
前
の
部
と
午
後
の

部
の
入
れ
替
え
あ
り
。
�
�
両
方

観
覧
可

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８
―

３

４
６
２

も
し
、
家
族
が
大
け
が
を
し
た
と
き
な
ど
、

あ
な
た
は
、
そ
の
け
が
の
応
急
処
置
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

市
消
防
署
で
は
、
一
刻
を
争
う
よ
う
な
事

態
に
な
っ
た
と
き
で
も
、
適
切
な
応
急
処
置

が
で
き
る
よ
う
に
、
普
通
救
命
実
技
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
講
習
会
の
全
課
程
を
受
講
さ
れ
た

方
に
は
、
講
習
会
終
了
後
、
普
通
救
命
講
習

終
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
３
月
17
日
�
13
時
〜
16
時
▽
場

所
＝
南
流
山
セ
ン
タ
ー
▽
定
員
＝
30
人
（
先

着
順
）
▽
内
容
＝
救
命
の
知
識
と
技
術
の
習

得
▽
申
し
込
み
＝
き
ょ
う
15
日
か
ら
電
話
で

市
消
防
署
南
分
署
へ

□問
市
消
防
署
南
分
署
�
７
１
５
９
―

０
１
１

９

普

通

救

命

実
技
講
習
会

万
一
に
備
え

あ
な
た
も
受
講
を

申
し
込
み
は
お
早
め
に
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公民館学習グループ発表会

日ごろの成果を発表や展示で披露
市内の公民館などでさま

ざまな学習活動を行ってい

る市民グループが、日ごろ

の成果を発表する「公民館

学習グループ発表会」が今

月２日から右表の日程で行

われています。

発表会は、展示の部と発

表の部に分かれて

行われ、参加団体

は、「私たちの作

品や発表をぜひ、

ご覧ください」と

呼び掛けていま

す。

□問文化会館�７

１５８―３４６２

発表の部
会　　場

北 部 公 民 館
2月17日（日）
2月17日（日）

2月17日（日）
2月24日（日）
3月 3日（日）
3月 3日（日）
2月17日（日）
2月24日（日）

3月 3日（日）
フォークダンス
煎　　茶
煎　　茶
詩　　吟

日 本 舞 踊
謡　　曲

社 交 ダ ン ス
ビ デ オ 映 像

大　正　琴 10：00～12：00
13：00～16：00
10：00～15：00
10：00～15：30
９：30～12：00
13：00～16：00
10：00～16：00
13：00～16：30
13：00～16：30

初 石 公 民 館

初石カルチャーセンター

南流山センター

日　　程 種　　目 時　　間

展示の部　時間は10時～16時（日曜日は15時30分まで）
会　　場 日　　程 内　　容

初 石 公 民 館
東 部 公 民 館

文 化 会 館

北 部 公 民 館

南流山センター

2月16日（土）・17日（日）
2月16日（土）・17日（日）

2月23日（土）・24日（日）

2月23日（土）・24日（日）
3月 2日（土）・ 3日（日）

3月 2日（土）・ 3日（日）

ペン習字、刺しゅう、書道、洋裁、俳句、木彫
書道、ペン習字、絵画、洋裁、折り紙、パンフラワー

生花、パッチワーク、書道、刺しゅう、パネ
ル展示、七宝焼、園芸

書道、七宝焼、写真、ペン習字、編物、洋裁
短歌、書道、油絵、籐工芸、木彫、絵画、刺しゅう、ペン習字

絵画、籐かご、ペン習字、華道、洋
裁、水彩画、書道、木目込人形

ユ
ニ
セ
フ
学
習
会
で

命
と
平
和
の
大
切
さ
を
再
確
認

水
が
め
を
運
ぶ
体
験
を
す
る
子
ど
も
た
ち

「がんばっている子どもたちを
応援したい」

「がんばっている子どもたちを
応援したい」

「がんばっている子どもたちを
応援したい」

「がんばっている子どもたちを
応援したい」

「がんばっている子どもたちを
応援したい」

「がんばっている子どもたちを
応援したい」

「がんばっている子どもたちを
応援したい」

「がんばっている子どもたちを
応援したい」

「がんばっている子どもたちを
応援したい」

「がんばっている子どもたちを
応援したい」

「がんばっている子どもたちを
応援したい」

「がんばっている子どもたちを
応援したい」

「がんばっている子どもたちを
応援したい」

「がんばっている子どもたちを
応援したい」

「がんばっている子どもたちを
応援したい」

「がんばっている子どもたちを
応援したい」

「がんばっている子どもたちを
応援したい」

皆
さ
ん
は
、「
ユ
ニ
セ
フ
」
を

ご
存
知
で
す
か
。

ユ
ニ
セ
フ
は
、
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
募
金
な
ど
で
、
開

発
途
上
国
な
ど
の
子
ど
も
た
ち

を
援
助
す
る
国
際
連
合
児
童
基

金
の
こ
と
で
す
。

世
界
中
に
は
、
食
料
不
足
に

よ
る
栄
養
失
調
の
子
ど
も
や
近

く
に
学
校
が
な
い
た
め
、
学
校

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど

も
た
ち
が
大
勢
い
ま
す
。
こ
う

し
た
世
界
の
子
ど
も
た
ち
の
実

情
と
ユ
ニ
セ
フ
活
動
を
紹
介
し
、

平
和
を
語
る
巡
回
事
業
「
ユ
ニ

セ
フ
学
習
会
」
が
、
こ
の
ほ
ど

長
崎
小
学
校
と
流
山
北
小
学
校

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
住
む
日
本
は
、
水

道
や
井
戸
が
普
及
し
、
蛇
口
を

ひ
ね
る
だ
け
で
簡
単
に
水
を
飲

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

他
の
国
に
は
、
何
キ
ロ
も
離
れ

た
川
や
沼
ま
で
水
を
く
み
に
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
域
も

あ
り
ま
す
。
し
か
も
そ
の
水
は
、

飲
み
水
と
し
て
は
不
衛
生
で
下

痢
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
子
ど

も
た
ち
は
、
脱
水
症
状
で
死
ん

で
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
学
習
会
の
中
で
生
徒

た
ち
は
、
ユ
ニ
セ
フ
の
活
動
を

映
画
を
通
じ
て
学
ん
だ
り
、
疑

似
体
験
と
し
て
、
ネ
パ
ー
ル
の

十
歳
の
女
の
子
が
水
を
運
ぶ
た

め
に
使
用
す
る
水
が
め
に
水
を

入
れ
、
十
五
キ
ロ
も
の
重
さ
に

な
っ
た
水
が
め
を
運
ぶ
体
験
を

し
ま
し
た
。

学
習
会
を
終
え
た
子
ど
も
た

ち
は
、
自
分
た
ち
と
同
じ
世

代
の
子
ど
も
た
ち
の
実
情
を

学
び
、「
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
を
応
援
し
た
い
」

と
感
想
を
発
表
し
て
く
れ
ま

し
た
。

な
お
、
ユ
ニ
セ
フ
で
は
、

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募

金
で
世
界
の
子
ど
も
た
ち
を

救
う
た
め
、「
保
健
―
子
ど
も

の
命
と
健
康
を
守
る
」「
水
―

す
べ
て
の
人
に
安
全
な
水
を
」

「
栄
養
―
子
ど
も
た
ち
に
十
分

な
栄
養
を
」「
教
育
―
子
ど
も

た
ち
が
学
校
に
行
け
る
よ
う

に
」「
福
祉
―
子
ど
も
の
暮
ら

し
を
守
る
」
の
五
つ
の
分
野

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
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